
 

 

大阪商工信用金庫の環境への取組みについて 

 

【省エネ推進の店舗づくり】 

 自然環境を考慮し、節電対策として蛍光灯から順次 LED への移行を実施して

います。 

 

【再生可能エネルギーへの切替】 

 2021 年 6 月、「再エネ 100 宣言 RE Action」に参加し、再生可能エネル

ギーへの切り替えを順次進めています。現在までに東成支店・生野支店・高井

田支店・加美支店・長田支店・八尾支店・吉田支店の使用電力を実質的に 100％

再生可能エネルギーに切り替えています。 

 

【電気自動車の導入】 

2022 年 11 月より本部使用車両に電気自動車を導入しました。今後も、環

境に配慮した車種への入れ替えを進めていきます。 

 

【大阪のみどりを育てる寄付型定期預金 エコ定期『まねき eco』の取扱い】  

 お客様の受取利息の 10％をご寄付いただき、当金庫役職員の募金活動「商工

さくら基金」からの寄付と併せて、大阪府が推進する生駒山系「花屏風」構想

へ寄付しています。生駒山系「花屏風」構想は生駒山系を屏風に見立て、約 1

万本の四季折々の彩りある樹木を植樹し、府民参加で行われる植樹活動を通し

て、大阪の新たな自然資源をつくりだす取組で、その一翼を担うべく当金庫か

らの寄付が生駒山系花屏風活動支援事業として活用されています。2023 年度

には 9 団体に助成し、57 本を植樹。平成 22 年度にスタートし、これまでに

約 2,140 本を植樹致しました。 

   



 

 

【大阪商工信用金庫の森】 

大阪府のアドプトフォレスト制度を利用し、柏原市の亀の瀬の一部を「大阪

商工信用金庫の森」とし、植樹および下草刈りなどの保全活動を行い、里山景

観の復元を目指しています。 

現在までに、ヤマザクラやコナラなど 170 本を植樹し、今年も綺麗な花を咲か

せました。今後、さらなる植樹を計画しています。 

 

 


